
� はじめに

野島（２０１７）は、心理臨床の技能の獲得

には、講義を聞いて技能の理論を学ぶ「き

く」、技能の観察をする「みる」、技能を実

践してみる「やる」、以上３点の＜きく・

みる・やる方式＞が重要であると述べてい

る。

臨床心理面接特論�の講義では、カウン
セリングの基本技法である積極的傾聴の応

答技法を身に付けるために、＜きく・み

る・やる方式＞が取られている。

積極的傾聴とは、相手がその瞬間に感じ

ているままに聴き取り、一つ一つ応答して

いくことであり、そのための応答技法に

は、�簡単な受容�くり返し�明確化�支
持�質問がある。（野島，２０２１）

これまで「積極的傾聴」の実習体験の報

告と考察は、斉藤・多和ら（２０１４）鹿子

田・新 ら（２０１５）、西 野（２０１７）、大 谷

（２０１８）、菅（２０２０）が行っている。

本稿では、まず「積極的傾聴」の実習体

験の構造について述べる。次に計１３回の筆

者のカウンセラー体験、クライエント体験

について報告し、最後に実習体験を通して

５つの応答技法の観点から考察を行う。

� 「積極的傾聴」実習体験の構造

「積極的傾聴」の実習体験は大学院の

「臨床心理面接特論�」の授業で行われ
た。１０５分の授業時間は次の３パートで構

成されており、授業後には宿題が出され

た。
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要 約

本稿では、まず大学院「臨床心理面接特論�」の授業で行われたカウンセリングの基本
技法を訓練するための「積極的傾聴」の実習体験について構造を述べた。次に計１３回の筆

者のカウンセラー体験、クライエント体験について報告した。最後に実習体験を通して

「積極的傾聴」のための５つの応答技法（簡単な受容、くり返し、明確化、支持、質問）

の観点から考察を行った。
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パート１（３０分）：院生（１４名）から提

出された積極的傾聴体験のレポートの重要

な点について教員からコメントする。

パート２（５０分）：教員がカウンセ

ラー、院生（１名）がクライエントとなり

積極的傾聴のデモンストレーションを行

う。残りの院生（１３名）は観察者となる。

院生は一人１回必ず教員とのデモンスト

レーションを体験する。

パート３（２５分）：デモンストレーショ

ンを行った教員と院生から感想を述べ、次

に観察者が感想や質問を述べる。

授業後の宿題：次の授業までに、院生は

ペアになり積極的傾聴のロールプレイを行

う。それぞれカウンセラー役とクライエン

ト役を体験し、このとき録音を取ってお

く。体験の感想や気付きをレポートにまと

め教員にメールで送る。全ての院生と一回

ずつペアになり、計１３回の実習を行う。

� 「積極的傾聴」実習体験の報告

１．カウンセラー体験

１回目

カウンセラー（以下Co）役で意識した

ことは、積極的傾聴のための応答技法を意

識しすぎず自然に傾聴することを心掛け

た。また、目の前に座っているクライエン

ト（以下Cl）役が、自分の親しい友人・家

族であるかのような心持ちで、自分の緊張

を取りながら、相手にも「安心してなんで

も話してください」という雰囲気づくりを

意識した。目を合わせ過ぎると緊張感が出

てしまうため、斜めに座り、目を見ながら

も顔全体を見るようにした。カウンセリン

グ中、ずっと同じ姿勢でいることが辛くな

り、話に集中できない場面があったため、

背もたれに寄りかかるなど、ゆったりとし

た姿勢でいることが大事だと感じた。ま

た、話を切り込むタイミングが難しいと感

じた。話の中で、理解しづらい部分があっ

たがCl役の話が途切れず、質問できなかっ

た。そのまま話題が変わり、今質問したら

不自然だと思い、頭には先程の疑問は残し

ながら話を聞いている状態だった。

２回目

今回以下の点に気を付けながら行うこと

を意識した。�「くり返し」することに遠
慮や恐れを持たず、しっかりくり返すこと

で理解を整理し、Cl側にも整理する時間を

与えること、�「くり返し」や質問をする
ときは、相手が使った言葉を用いること、

�評価せず、受容すること、である。前回
に比べて、自然に、躊躇することなく、く

り返し技法を用いることができたと感じ

た。「相手に水を差すようなことがClにと

って重要になり得る」ということを理解し

たことで、自信を持って行うことができ

た。また、「理解がずれることを恐れな

い」という点を意識したことで、間違えな

いように考えながら要約してくり返すとい

うよりも、相手の話に共感しながら聴いて

自然にくり返すということができた。終了

後、Cl役からは、「くり返されることで、

話がまとまりやすいと感じた。」というこ

とであった。くり返しや質問をする際は、

相手が使った言葉をそのまま使うことを心

掛けることができた。具体的には、Clが

「～なんですよね」という気になる発言に

ついて、そのまま「～なんですか？」と質

問形にして返した。Clの言葉を質問形にし

て返すことで、深掘りしすぎる危険が少な

く、話を発展させることができると考え
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る。

３回目

今週の授業とこれまでの傾聴体験を振り

返って、傾聴するときに相手に対して心遣

いを持つことが、重要であると感じた。自

分の心の中は、自分にも相手にも見えない

が、自分が緊張していれば相手にも緊張感

を与えるし、自分がリラックスしていれ

ば、相手もリラックスする。相手が緊張し

て話している時に、「安心して話してくだ

さい」と言葉には出さないけれど、そう思

いながら話すことで、それが相手にも伝わ

って、だんだん緊張感が和らいでくる。一

番大事なことは、Clに対して敬意を払い、

「思いやり」を持つことだと考えた。カウ

ンセリング終了後、Cl役からの感想は、

「今までで一番話しやすかった」「今まで

の中で一番５０分が早く感じた」「話しにく

いことも話せた」ということだった。傾聴

体験は院生同士でやるためお互いに知り合

っているが、実際のカウンセリングにおい

ては、全く知らない状態から、カウンセリ

ングの中で情報を得て、信頼関係を築いて

いく場合がほとんどであるため、限られた

空間の中でいかに信頼関係を築いていくか

が重要であると考えた。Co役だった筆者

の感想としては、終始、緊張感なくゆった

りとした雰囲気であったのが良かったと感

じた。反省点としては、くり返しすること

に躊躇してしまい、くり返す内容が長くな

ってしまったことである。くり返しをする

タイミングを逃さずに、テンポ良く進めて

いきたい。一方で、これまでくり返しする

際、どの言葉を抜粋して要約すれば良いか

迷いがあったが、話を聴きながら、「ここ

がポイントだな」と自然に要約しながら話

を聴くという体験をした。また、今回初め

て相手の話に引き込まれそうになる感覚を

味わった。それは以前授業の中で、共感と

同感の違いについて説明があったが、共感

から同感に移っていった体験なのかもしれ

ないと考えた。

４回目

今回意識したポイントは、�Clの名前を

呼ぶ、�話しやすい雰囲気を重視する、�
くり返す、�質問すること、であった。�
について、今週の授業の中で、先生が意識

的にClの名前を呼ぶ場面があった。それ

は、相手の主体性を尊重するために行なっ

ていることであると学んだ。�について、
他の授業で「技法に頼らず、目の前のクラ

イエントに共感的に関わる」というロール

プレイを行なった。たとえ診断名や主訴が

一緒だとしても、Clは一人ひとり異なる。

技法をClに当てはめるのではなく、目の前

のClに合わせた技法を行うことが重要であ

ると学んだ。そこで、今までに学んだ技法

を頭に入れながら、クライエントセンター

ドで、まずは話しやすい雰囲気を作ること

が重要であると考えた。セッションを振り

返って気付いたことは、�くり返しの介入
が自然にできた、�Cl役の言葉を言い換え

て伝えられた、�質問ができたこと、であ
る。�について、これまでのセッションで
は、くり返しのタイミングが掴めず、「今

のタイミングでくり返ししたかったのにで

きなかった…」と、セッション中に反省を

感じる場面が多かったが、今回初めて、自

分がくり返したいタイミングで行えたとい

う実感を持てた。これまでのセッションと

比べて意識したことは、くり返しや質問な

どCo側が話すタイミングと同時に、手の
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動きをつけたことであった。それが、介入

のしやすさに繋がったのかもしれないと考

える。�と�について、今回Cl役の話す話

が、全体的にポジティブな内容であったた

め、言い換えや質問がしやすかった印象を

受けた。

５回目

今回、反省の多いセッションとなってし

まった。一つ目の理由は、服装が適切でな

かったことである。Cl役からも「服装が気

になった」との指摘を受け、このことか

ら、服装がカウンセリングを左右する場合

があると考え、適切な服装の重要性を知る

ことができた。二つ目は、体調が万全でな

かったことである。自分の体調に少しでも

異変があると、そのことが気になってしま

い、集中力の妨げになると感じた。以前授

業の中で、「技術を体力で補う」という話

にもあったが、体調管理の重要性を実感し

た。三つ目は、聴く体勢の問題である。以

前、背筋をピシッと伸ばして５０分間セッシ

ョンを行った時、背中が痛くなってしまっ

たのと、余計な緊張感を生んでしまった経

験から、ゆったりと背もたれにもたれかか

り、まずは自分がリラックスして、Cl側に

も話しやすい雰囲気を作り出そうとしたの

であるが、リラックスし過ぎた体勢となっ

てしまった。具体的には「偉そう」な座り

方になってしまったのである。以上三つの

理由から、全体的に緊張した雰囲気が生ま

れ、話を聴くことに集中しづらい状態とな

ってしまった。集中力の低下から、自信を

持ってくり返しや質問をすることができな

かった。また、Coとして話を聴いている

時、こんな状態で話を聴いていて相手に対

して「申し訳ない」という気持ちが生まれ

ていた。

６回目

前回の反省とこれまでの学びを踏まえて

今回気を付けた点は、�リラックスした体
勢、�温かい眼差しで、相手の目を凝視し
過ぎない、�話の内容によって技法を使い
分ける、�表情は相手の気持ちに合わせ
る、�丁寧な日本語を心掛ける、�意識的
に名前を呼ぶ、�技法は自然に用いて、ク
ライエントファーストを忘れないこと、で

ある。今回気を付けた点について振り返る

と、前回Cl側から、目を合わせ過ぎて「心

を見透かされているような気持ちになる」

という指摘を受けたため、そうならないよ

う気を付けた。終了後、Cl側に視線につい

て感想を求めると、「視線によって話しづ

らさはなかった」ということだった。今回

のCl役の話は、「本人の中で既に完結して

いる話」であり、淡々と話す印象であっ

た。そこで、聞かされっぱなしにならない

ように、頻繁にくり返しを行った。また、

自己理解を深められるように、言い換えや

質問を多く行った。質問については、「開

かれた質問だったので答えやすかった」と

いう感想をもらった。しかし、状況によっ

て、「はい」か「いいえ」で答えられるよ

うな閉ざされた質問が良い場合があると考

える。

７回目

専門的で哲学的な話をするCl役は、とて

もやりづらいと感じた。その理由は、一つ

目は、話を理解するのに必死で話を聞かさ

れてしまったためである。二つ目は、知識

のある相手に対して、見当違いなことを言

ってしまうのではないかという不安があっ

たためである。取り止めがなく、流れるよ
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うに話すClに対しては、頻繁にくり返し

や、こちらの受け取った内容が合っている

かを確認する質問をすることで、一度Clを

立ち止まらせる必要があると感じた。そう

でないと、Cl側は気持ちよく話し続けてし

まい、Co側は話を聞かされ続け、話の理

解が曖昧になってしまうのだと思った。

８回目

私は今回Co役として、Clの気持ちに合

わせて「笑うこと」を意識した。以前授業

の中で、辛い話の時こそ、「笑う」ことで

辛さを緩和できるという話があった。ま

た、私がCl役だった時、私の話をCo側

が、私以上に「辛そうに」聞いていること

に違和感を覚えた経験から、カウンセリン

グという深刻な話になりやすい場面で、Co

の表情は、時にクライエントの感じている

以上に深刻になりやすいのだと思った。終

了後、Cl役とそれについて意見を交わした

ところ、「Clの自嘲的な笑いには合わせな

い方が良い」「評価的でないフラットな表

情が大事」という気づきを得た。くり返し

に対するCl役からの感想で、「Co側の理解

をClに聞かせる時間になってしまってい

る」という指摘を受けた。言い換えに対す

るCl役からの感想で、「言葉のニュアンス

の違いがあり、話を理解してくれていない

のではないかと感じた」ということだっ

た。Cl側にそのように感じさせたことは、

大きな反省点である。今回のように「話を

理解してくれていないのではないか」と思

わせるような言い換えは、根本的な信頼関

係を損ねてしまう危険があるため、気を付

けようと思った。

９回目

５０分間、終始居心地の良い雰囲気を感じ

ることができた。Cl役からも、「話しやす

かった」という感想をもらい、私もCl役も

同じような雰囲気を感じて、その場の雰囲

気を二人で共有しているような感覚だっ

た。私は「相性が良かったのかな」と感

じ、そうした心地よい雰囲気は、どのセッ

ションにおいても感じられるようにしたい

と思った。今回心掛けたことは、「Clを主

体にすること」だった。その心は、目に見

えないが、ちょっとした言葉のニュアンス

やCoの醸し出す雰囲気に反映され、それ

がCl側に伝わり、心地よい雰囲気を生み出

す要因の一つになったのではないかと考え

た。セッション中、Cl側が視線をよく外し

ていたので、「目を合わせることに抵抗が

あるのかな」と感じ、侵襲的にならないよ

うに相手の目を見て、意識的に視線を外す

ことを心掛けた。終了後、Cl役から「目が

合う時間が長かったので、もう少し視線を

外して欲しい」との指摘を受けた。筆者が

思う以上に相手は「見られている」という

感覚を持ち、威圧感や緊張感を生んでしま

うのだと思った。今回のCl役は、話の筋道

がしっかり決まっていたため、ある程度の

区切りまで聴いてから、くり返し技法を行

うことをした。そのため、要約が長くなっ

てしまったことが筆者の中の反省点だっ

た。一方で、Cl役からは、私が要約してい

る内容を聴いている中で、話し忘れていた

ことを思い出し、要約が終わった後に付け

加えて話すことができた点が良かったとい

う感想をもらった。

１０回目

以前録音を聴いた時に、私のClに対する

応答は「ちょっと」「まぁ」「なんか」「え

っと」というような言葉を多く用いてお
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り、結果的に話が長くなってしまっている

ことに気が付いた。それは口癖であり、ま

た「この返しで合っているだろうか」「相

手を傷つけないだろうか」という不安から

来る「ためらい」であると思った。授業内

でのデモンストレーションで、先生の応答

にはそうした「ためらい」が無いと感じ

た。そこで、今回キーワードとなる言葉以

外をなるべくそぎ落として歯切れ良く応答

していくことを心掛けた。終えてみての感

想は、「勇気がいる」ということであっ

た。また、ためらいなく返すことが「切れ

味の良い応答」で、ためらいながら返すこ

とが「切れ味の悪い応答」であり、同じ内

容でもその返し方によって、Clの受け取り

方は大きく変わってくるだろうと考えた。

１１回目

Cl役から「質問が漠然としていて答えに

くかった」という感想をもらった。質問す

る側としては、ピンポイントな質問だと侵

襲的な印象を与える可能性があると考え、

あえて的を絞りすぎないような質問の仕方

をしていたため、難しいと感じた。「Co側

の手振りが大きかったので、固くならない

話しやすい雰囲気ができていた」とCl役か

ら感想をもらった。手振りが雰囲気作りに

影響を与えるとは思っていなかったので、

そのことは新しい発見だった。

１２回目

セッション終了後、セッション中にCl役

から語られた内容について質問したり話し

たりした。Cl役だった相手からは、「セッ

ション中よりも、終わった後の方が、距離

が近い感じがして良かった」とのことだっ

た。しかし、終了後に交わしたコミュニ

ケーションは、アクティブリスニングでの

それとは性質が異なると思った。カウンセ

リング場面では、決められた枠組で適切な

距離感を保つ中で、Clが安心して話せると

感じてもらえる空間を作り出すことが重要

であり、日常で友達や母親に相談する時と

比較すると、（特に院生はCoとClの関係か

ら友達関係に戻るという特殊な構造のた

め）その独特の距離感が際立って感じられ

るのではないかと思った。前回のセッショ

ンの反省から、今回はClの話の流れや声の

トーン、表情など全ての情報から、アンテ

ナを立てて、Cl役が伝えたいキーワードを

キャッチしようと意識した。キーワードを

キャッチしてくり返すことにより、磨かれ

た鏡になり、自己理解が深まっていくこと

を期待していた。そこでセッション開始前

に、自分がCo役として気を付けるポイン

トを伝えておき、終了後にそれができてい

たかどうか聞いてみた。すると、Cl役が伝

えたい内容をある程度拾って応答できてい

たという感想をもらった。しかし自己理解

は深まらなかったということであり、まだ

まだ練習が必要なのだと思った。

１３回目

最終回で自信を無くすような出来のセッ

ションだった。セッション中、終始Clの話

す内容が頭から通り過ぎていく感覚があり

戸惑いを覚えた。特別な緊張感があったわ

けではなかったため、単に集中できていな

いのだと思い、姿勢を前のめり気味にして

話に集中しようとするが、内容を部分的に

しか捉えることが出来ず、応答が曖昧で部

分的な返しをするものとなってしまった。

過去のセッションでも似たような経験が１

度だけあったが、服装が適切でなかったこ

と、体調が万全でなかったこと、お互いに
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緊張感があったことなど、集中できない理

由が明確にあったため納得もできた。Clと

の相性の問題もあるのだろうかと疑問に思

った。

２．クライエント体験

１回目

話し始めは、お互い緊張した雰囲気があ

り、「自分が話したいと考えてきたテーマ

について相手が分かりやすいように話そ

う」という意識が強かった。終了後にCo

役から聞いたことであるが、「最初、緊張

で話があまり入ってこなかった」という。

CoはClが話しやすい雰囲気を作ることは

もちろん、Co側も緊張を和らげるなど聴

きやすい状態になることが重要だと感じ

た。話している途中で、Co役から「ちょ

っといいですか」と断りがあってから、今

まで話してきた内容を「～ということです

ね」とくり返す場面が見られた。「くり返

し」は一定のタイミングで行われた。自分

の話を要約して話されることで、「自分は

こんなことを言っていたのだな」と確認す

ることができ、自己理解に繋がった。一方

で、「くり返し」が多くなると、少ししつ

こい印象を受けたため、自然な流れで行う

のが良いと感じた。一通り話し終え、終了

１０分前くらいから、少し深い話ができたよ

うに感じ、満足感が得られた。５０分という

時間の中で、話すことがなくなってくる

と、内面に意識が向き、深い話が出てくる

のだと思った。また、Coに話すことによ

って内容が整理され、それによって新しい

気付きが得られ、深い話に及ぶのだと感じ

た。

２回目

カウンセリング中、Co役は頻繁に「く

り返し」をしていたのだが、それに対して

Cl側が感じたことは、たくさんくり返しさ

れることで、自分を理解してくれようとし

ていると感じ、誠実さが伝わってきた。ま

た、自分の使った言葉でくり返されること

で、自分の伝えたい意図でしっかりと話を

相手に伝えられているという安心感が生ま

れた。くり返し技法を用いるにあたって、

端的にくり返されているか、Co役がリラ

ックスした状態で、自然にくり返しできて

いるかも重要な点であると考えた。後半、

Co役から質問されることが多かったのだ

が、その質問は、自分の話したことを一段

掘り下げるような内容であった。（例：話

の内容に対して「なぜそう思ったのか？」

と質問する）そのため、質問された時に自

分の内面と向き合うことになり、緊張感が

生まれた。一方で、質問に答えた後、「自

分はそんなことを考えていたのだな」と自

己理解の深まりを感じた。一段階掘り下げ

た質問は、内面と対峙しなければならず、

精神的な負担がかかることを体感した。そ

のため、ラポールをしっかり形成した上

で、タイミングを見極めて行うのが良いと

考えた。

３回目

緊張感なく話し始めることができ、今ま

でで一番話しやすいと感じた。筆者は、傾

聴体験の時、どのCo役にも同じテーマで

話そうと決めているが、Co役との信頼関

係や、その場の雰囲気によって、自己開示

の量が変化することに気が付いた。信頼関

係があって、緊張感がなければ、言葉を選

ばずに、より感情的な表現も多くなり、自

己理解が深まっていくのを感じた。改め
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て、信頼関係を築く重要性を知った。

４回目

緊張感が無く、柔らかい雰囲気で、話し

やすかった。Co役の印象として、「この技

法を使うぞ」というような技法に対するこ

だわりや心構えみたいなものは伝わってこ

ず、自然体であった。その自然体な雰囲気

が、話しやすさを演出している一方で、カ

ジュアルなフランクな印象を受け、日常会

話に近いと感じた。そのため、話しやすさ

はあったが、内面と向き合うような自己理

解が深まる場面は少なかったように感じ

る。こうした体験を通して、カウンセリン

グの目的は、Clが話しやすい雰囲気の中で

安心して話をすることで、自己理解を深

め、カタルシス効果を生むことであり、ま

た、Coのくり返しや質問などの応答によ

っても、自己を整理し深めていくことで、

最終的にCl自身が自ら心理的問題に立ち向

かっていくことを支援することであると考

えた。

５回目

話の内容がポジティブだと思って話して

いることに対して、「それは大変でした

ね」と言わんばかりの労わるような表情で

話を聴かれると、「そんな表情で聴かない

で欲しい」と感じた。自分が分かってもら

いたいと思っている内容が、Co側に分か

ってもらえていないのだと感じてしまっ

た。また、「あなたの話は大変な話だ」と

評価されているようにも感じた。相手の表

情や話の内容に合わせて、表情を変えるこ

とは大事であるが、自分の価値観で捉える

のではなく、相手がどんな気持ちでその表

情をし、話をしているのかを敏感にキャッ

チすることが重要であると考えた。また、

ノンバーバルであっても、表情や頷き方に

よって、相手を評価するような印象を与え

る場合があるため、大袈裟にならない、さ

りげない程度にするのが良いと考えた。

６回目

Cl役をやって気付いたことは、Coの雰

囲気、表情、技法が、Clの気持ちに影響を

与えることである。私は、毎回同じテーマ

で話をしているのであるが、今回は「楽し

い、ポジティブ」な気持ちになった。一方

で、以前のセッションの中には、「辛い、

ネガティブ」な気持ちになることもあっ

た。今回は、話しやすい雰囲気で、目が受

容的で、直面化の技法はほとんど用いられ

なかった。ネガティブに感じたセッション

では、緊張した雰囲気があり、目を合わせ

づらく、私の話を辛そうに聴いてくれるCo

役で、たまに質問が用いられた。自己理解

の深まりという点では、楽しい雰囲気のセ

ッションでは、あまり感じられなかった。

話しやすさも大事だが、そこが行き過ぎる

と自己理解が深まりづらい一方で、緊張し

た雰囲気が続くと、自分が感じている以上

に「辛さ」を生み出し、自己理解に至らな

いと感じた。そのため、適度な緊張感で、

話しやすく、自己理解が深まっていくこと

が理想であると考えた。

７回目

今回のCo役は直面化が多く、心が揺さ

ぶられる感じがした。具体的に言うと、質

問と言い換えが多かった。私は健康的な精

神の人間であるので、その揺さぶられる感

じに耐えることができ、自己理解が深まっ

たと捉えることができたが、そうじゃない

人もいると思った。まして、カウンセリン

グに来る人にとっては、堪え難いだろうと
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感じた。頻繁な質問と言い換えによって、

自分の話をしっかり理解してくれようとし

ているのだなと感じる一方で、自分自身が

まだ受け止められていない自分や、未発見

な自分を、自分が追いつかないスピード

で、次々に明るみに出されるような感覚が

あり、それは、効率的で自分を無下にされ

ているようにも感じた。このことから、Co

はClの伴走者であり、導きすぎてはいけな

いのだと考えた。

８回目

今回のCo役は、私の発した言葉の中か

らキーワードとなるような単語を一つ一つ

丁寧に選んでくり返していて、「自分の話

を大切に聴きいてくれている」という印象

を受けた。一方で、くり返しの回数が少な

かったため、一回の要約が長く、情報量が

多いことが気になった。「ちょっと前に語

ったことが今くり返しされているな」とい

う感覚があり、自分が今語っていた内容の

２つ前くらいから、今の語りの内容までを

まとめて要約されていると感じた。終了

後、この部分をCo役に聞いてみると、�
「Cl側が時系列で語っていたため、頻繁に

くり返しをすることで語ろうとしている内

容を忘れさせてしまうと思った。そこを考

慮した結果、くり返しの頻度が少なくなっ

た。」、�「少し前の語りから敢えてくり返
すことで、時系列で語るCl側の思考が整理

され、自己理解が深まるのではないかと考

えていた。」という２つの意図があった。

そうしたCo側の意図に対するCl役（筆

者）の感想としては、まず�について、Co

側の意図の通り、語りにくさはなかった

が、そこが問題であるように感じた。気持

ちよく語っている時は表面的な内容で、そ

こから一歩深い語り（自己理解を深める語

り）をするためには、Co側からの応答に

よって、相互的な関わりが必要であると考

えた。今回においては、くり返しだけでな

く、「～について詳しく教えてもらえませ

んか」というような質問が、Co側からも

っとあっても良かったかなと思った。�に
ついて、今の語りから２つ前の語りまでを

一度に要約することで、自己理解が深まる

かと言われれば、そうではなかったが、例

えば、始まってすぐに語った内容が、中盤

の今の語りの内容と関連がある場合、最初

に語った内容を中盤で改めて持ち出し、く

り返すことは、Clの思考整理と自己理解に

つながるのではないかと考えた。

９回目

Co役のくり返しが早口なのが気になっ

た。Co役の意図としては、要約の時間を

短くしようとするCl側への配慮ということ

だったが、早口は、せかせかした印象を与

え、「私も早く話したほうがいいのかな」

という、迫られるような感覚があった。ま

た、早口なので要約の内容の理解について

いくことが難しかった。また、Coは基本

的に聴く側であるが、Clの自己理解のため

に応答技法に基づいて話をすることも重要

であるため、Clのために要約の時間を少な

くするといった早く終わらせようという意

識はもたなくてよいのではないかと考え

た。

１０回目

言い換えに関して、意味は大きく違わな

いがピッタリ合っているかと言われたら、

そうでは無い場合、「というよりも、～と

いうことです」というように、Co側の言

い換えを受けてさらに具体的な言葉にして
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いくことは、自己理解が深まると感じた。

つまり、ピッタリ合わない言い換えができ

なかったとしても、Clにとって意味あるや

り取りになる場合があると考えた。しか

し、あまりにも意味が異なっていると、Cl

との関係性によっては、信頼を損ねてしま

う可能性もあるため注意が必要であると感

じた。Cl役である私の話が一息ついたタイ

ミングで、Co役が言葉を発せずに、お互

いに目だけ合わせる時間が数秒あった。そ

のちょっとした数秒の間から、Co役の受

容的な雰囲気が伝わってきた。こちらが話

し始めるのを待ってくれていて、けれども

せかされる感じはなく、そのとき私は気持

ちを落ち着かせることができた。Co役を

やっていると、言葉で応答しているときが

Clにとって意味ある時間であると考え、話

すことに意識が向きやすいが、ちょっとし

た間や沈黙の時間というのも、話す時間と

同じくらい重要であることを実感した。

１１回目

Co役の「はいはい」という簡単な受容

のテンポが早かった。Cl役だった私のテン

ポも早かったので、そのことで急かされる

ような感じや、話しにくさはなかったが、

バランスを取るために意識的にCo側のテ

ンポを落すことで、落ち着いた雰囲気が生

まれ、より話しやすさに繋がるのではない

かと考えた。

１２回目

どこかで間があっても良かったかなと感

じた。私が一息ついたタイミングで、すぐ

にCo役から応答があったので「Co役は間

を作らないように意識しているのかな」と

感じた。そうすると「私も話すのを頑張ら

なきゃ」という、せかされるような気持ち

になり、それは私とCo役で常にジョギン

グしているような感覚だった。私は比較的

テンポ良く話すタイプだったが、話が区切

れるタイミングでは一息つきたいという感

じもあり、間を求めているところがあっ

た。授業の中で、「CoはClのペースに合わ

せすぎない」という話があったため、テン

ポの早いClにはCoはテンポを遅くして、

少し間を取るくらいにバランスを取っても

良いのではないかと考えた。今回、Co役

の「自己理解に繋がるようにしたい」とい

う意図から、質問や言い換えが多かった。

Co役の意図通り、話をしていく中で新し

い気づきが得られ、自己理解が深まってい

った実感があった。それと同時に、「話の

中で発掘された新しい自分をCo役に受け

入れてもらえるだろうか」というような不

安が生じた。また、発掘された新しい自分

を受け入れるために内省することで、多少

の疲労感を覚えた。以上のことから、直面

化を図る技法は、自己理解に伴うCl側への

負担も十分に考慮した上で、タイミングや

頻度を考える必要があると思った。

１３回目

今回Co役のくり返しと先生とデモンス

トレーションした時のくり返しでは何が違

うのかという疑問が生まれ、くり返しで鏡

になるにはどうしたらよいか、終了後にCo

役と話し合った。話し合いでは、くり返し

の長さが重要というよりもキーワードとな

る言葉がしっかりくり返されているか、自

信を持ってくり返しできているか、人生経

験や臨床経験が関係しているのではないか

という意見が出た。授業中に先生から「臨

床は経験が大事」という話もあったため、

経験によるところは大きいのだと感じる。
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実習は今回が最後になるが、これからはイ

ンテーカーさんの技法を観察して取り入

れ、これまでの練習を実際のケースの中で

実践し、改善をくり返して経験を積んでい

きたい。

� 考察

積極的傾聴の実習体験を通して、「積極

的傾聴」のための応答技法である�簡単な
受容�くり返し�明確化�支持�質問につ
いて考察する。

（１）簡単な受容

Clが話している時に、「うーん」「そうな

んですね」「はい」といったような相槌を

入れることは、Clに話しやすさを与える。

しかし、Clの話に被せることや、Cl以上に

大きなボリュームで相槌を入れると、Clは

話しにくくなってしまう。また、相槌やそ

れに伴う頷きのテンポが早いと、ClがCo

のテンポにつられてしまい、自分のペース

で話すことが難しくなる。そのため、「Cl

が話しやすいように」という目的を忘れず

に、相槌を入れる頻度、声のボリューム、

テンポを目の前のClに合わせて調節してい

くことが重要である。

（２）くり返し

Clの話をある程度の区切りで要約してく

り返すことで、Clは客観的に自分の話の内

容を理解することができ、自己理解に繋げ

ることができる。しかし、頻繁にくり返す

と、しつこい印象を与えるため、Clの話す

内容で重要だと思われる内容についてくり

返すことがポイントである。また、話すテ

ンポが早いClに対してくり返しを行うこと

で、ClのテンポをCoのテンポにスローダ

ウンさせ、「話を一方的に聞かされる」こ

とを防ぐことができる。

経験の浅いCoはくり返すことに躊躇し

がちである。その理由は、一つ目にくり返

した内容とClが話した内容にずれが生じる

のではないかという恐れからくるものであ

る。しかし、ずれが生まれた場合、Clは

「そうではなくて、～ということです」と

いうように訂正することがある。これはCl

にとって、自分の話を客観的に理解するこ

とに繋がったり、一度話した内容を言い換

えて、さらに具体的に話すきっかけにな

る。それにより、Clは自己理解を深めると

ともに、Coはより深くClを理解すること

に繋がると考える。しかし、吉井（２０１５）

は「鏡のように映し返したいという必死の

努力をする中で，必然的に起こるズレが結

果的に適度なズレになる」と述べているよ

うに、ずれていても良いと開き直ることで

はないため注意が必要である。二つ目に、

くり返すことでClの話を中断し、水を刺し

たような気持ちになるためである。経験の

浅いCoは、カウンセリングではClに安心

して気持ちよく話してもらい、聴くことに

徹しようと考えていることが多い。しか

し、Clが一方的に話すだけではカウンセリ

ングは成り立たず、Clの話にCoがどのよ

うな応答をしていくかということが重要で

ある。Coの応答により、Clが今まで気付

かなかったことに気付いたり、Clの内的な

変化が生まれるのである。Coの応答がた

とえClにとって水を差すような内容であっ

たとしても、それもClにとっては意味のあ

る応答になりうるということである。

Clはキーワードとなる言葉を発すること

がある。キーワードとなる言葉とは、Cl独

特の表現や、話の重要なポイントであると
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言い換えることができる。Coはキーワー

ドを拾って、Clが使ったそのままの表現で

くり返すことが効果的であると考える。そ

れによりClはCoに対して「しっかり話を

聞いてもらえている」という安心感を得る

ことができる。また、キーワード掴むこと

で、要約してくり返しする際に、長くなら

ずに端的に応答することができる。

（３）明確化

明確化は相手がまだはっきりと言語化し

ていないことを、Coが言語化して述べる

ことである。それにより、Clの自己理解が

促される。明確化には、Clが話したことを

Coが言い換えることがある。言い換えに

よって、Clは新たな気付きを得たり、自分

のことをCoがしっかり理解してくれてい

るという安心感に繋げることができる。一

方で、言い換えた内容にずれが生じている

場合、「このCoは何も分かっていないの

だ」というようにClに不信を生んでしまう

可能性がある。また、何でもかんでも話し

たことを頻繁に言い換えされることは、話

をそのまま受け止めてもらえていない感覚

になり、「自分の話す話は言い換えしない

と理解できないのかもしれない」とClが自

信を無くしてしまう可能性がある。そのた

め、言い換える時は、Clの話で重要な内容

に絞って言い換えをすることが効果的であ

ると考える。経験の浅いCoは、Clの重要

なポイントを掴むことが難しく、Clにピッ

タリと当てはまるような言い換えができな

いかもしれない。しかし、ピッタリしない

応答であっても、Clが自己理解を深めるき

っかけになる場合もあると考える。

（４）支持

Clの発言に対して、Coが「励まし」や

「いたわり」を述べることで、Clは気が楽

になり自信をつけることができる。CoがCl

の言葉を支持するとき、オーバーリアクシ

ョンにならないように注意するべきであ

る。例えばClが過去の苦労話をしたとき

に、Coが「それは大変でしたね」と声の

トーンを下げて言い、表情を歪め、「私は

あなたの苦労をちゃんと理解しましたよ」

ということを前面に表現するようにいたわ

ることは、Clにとって違和感として受け取

られる場合がある。CoはClの辛い話を聞

いたときに、その気持ちに寄り添いたいと

いう気持ちから、オーバーにいたわってし

まうことがある。しかし、オーバーないた

わりは、Clの立場からすると「あなたは苦

労してきた可哀想な人なのですね」といっ

たような評価をされたと受け取られる場合

がある。そのため、CoがClに励ましやい

たわりの言葉をかけるときは、評価的な態

度にならないようさりげなく寄り添う姿勢

が重要であると考える。

（５）質問（リード）

Clの話を聞いていて分かりづらい点があ

ればそのままにせず、質問をして確認する

必要がある。経験の浅いCoは質問するこ

とに遠慮しがちだが、そうすると曖昧な理

解のまま結局Clの言いたいことが分からな

いという状態になり、Clの信頼を損ねてし

まう可能性がある。しかし、質問しすぎる

ことも問題である。Clが話している時に頻

繁に質問すると、Clは話を中断された気分

になってしまう。そのため、重要だと思わ

れる内容についてしっかり理解するために

質問していくことがポイントであると考え

る。また、Coが自分の興味で質問するの

ではなく、あくまでも「Clにとって必要な
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質問をしていくこと」が重要である。

質問はClに緊張感や精神的な負担を与え

る場合がある。Clの話を聞いて「そのとき

どのように思ったのか」「なぜそのように

したのか」など一歩掘り下げるような質問

は、Clが自身と向き合うことになる。これ

はClにとって精神的な負担が大きく、カウ

ンセリングをドロップアウトすることにも

なりかねない。そのため、Clと信頼関係を

築いた上で質問することが大切である。ま

た、オープンクエスチョンではなく、ク

ローズドクエスチョンを投げかけること

も、Clの負担の軽減に繋がると考える。吉

井（２０１５）は、オープンクエスチョンとク

ローズドクエスチョンにはメリットとデメ

リットがあることを述べており、状況によ

って使い分けていくことが重要であるとし

ている。また、前提として「話せる範囲で

話してもらい、話したくないことは話さな

くて良い」ということをClに認識しておい

てもらうこともClの負担を減らすことがで

きると考える。

一方的に話すClや、話すことがClの中で

完結しているような話し方をするClは、Co

がClから話を一方的に聞かされやすく、Cl

としてもスッキリ話せたが話す前とこれと

いった変化がないという状態になりやす

い。そうしたClには、質問や明確化が効果

的であると考える。Clの中では当たり前に

なっている考えや行動を質問していくこと

で、Clが改めて自身と向き合うきっかけに

なると考える。

謝辞

このたび「積極的傾聴」の授業を担当し

ていただき、本稿をまとめるにあたり、ご

指導下さいました野島一彦教授に感謝申し

上げます。

文献

鹿子田 睦月・新 彩子・寺澤麻衣・植竹

奈美子・八木 あずさ・野島一彦

（２０１５）大学院授業における「積極的

傾聴」の実習体験の報告と考察，跡見

学園女子大学附属心理教育相談所紀

要，１１，９１―１０６．

西野 秀一郎（２０１７）大学院授業における

「積極的傾聴」の実習体験報告と考

察，跡見学園女子大学文学部臨床心理

学科紀要，５，７７―８３．

野島一彦（２０１７）臨床心理士養成大学院に

おける臨床心理面接の訓練，跡見学園

女子大学附属心理教育相談所紀要，

１３，２５―３３．

野島一彦（２０２１）個人面接（カウンセリン

グ），「臨床心理面接特論」講義内配布

資料．

大谷桃子（２０１８）大学院授業におけるアク

ティブ・リスニングの実習体験報告と

考察，跡見学園女子大学附属心理教育

相談所紀要，１５，７１―７８．

斉藤暁子・多和千里・矢嶋文哉・野島一彦

（２０１４）大学院授業における「積極的

傾聴」の実習体験の報告と考察，跡見

学園女子大学文学部臨床心理学科紀

要，２，７７―８６．

菅 佳菜美（２０２０）大学院授業内における

アクティブ・リスニングの体験報告と

考察，跡見学園女子大学附属心理教育

相談所紀要，１７，１５３―１６２．

吉井健治（２０１５）カウンセリングの基本的

技法：相手のこころに近づく聴き方一

－ 53－

ｅｒ／跡見学園シリーズ／跡見学園女子大学／心理教育相談所紀要　第１８号／なかむら／０４１‐０５４　大学院授業に　菱谷　　Ｅ



二の技，鳴門教育大学研究紀要，３０，

４１―５１．

－ 54－

ｅｒ／跡見学園シリーズ／跡見学園女子大学／心理教育相談所紀要　第１８号／なかむら／０４１‐０５４　大学院授業に　菱谷　　Ｅ


